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はじめに

既報1)のように,本学における教養基礎科目・体育

実技の目標「生涯にわたってスポーツ文化を主体的に享

受できる人間の育成」を受けて,体育実技Iは「スポー

ツ文化を主体的に享受できる人間の育成」を掲げて

1994年度から開始され,体育実技Ⅱは「生涯にわたっ

て継続的・計画的にスポーツ文化を享受できる人間の育

成」を目標にして1995年度から始められている.

体育実技Iではスポーツに内在する本質的・普遍的価

値である「楽しさ」を自在に引き出せる人間を目指し,

「楽しさ」の種類やそれらのつながり,得たい種類の

「楽しさ」の引き出し方や強め方を学習内容とした実践

であるが,これについてはすでに報告した2).

上記の目標を掲げた体育実技Ⅱでは,生涯にわたって

スポーツ文化を享受し続ける上で,体力バランスを志向

した「体力の調整」が不可欠であるとの観点から,日常

生活の中で「楽しさ」を享受するスポーツ実践を通して,

スポーツの外在的価値である身体への運動効果について

も考慮できる必要があると考えた.すなわち,スポーツ

の「楽しさ」を享受する方法について習熟させるととも

に,スポーツの享受による身体的影響(主として体力)

について予測し,その予測に基づいた「体力の調整」を

も図りながらスポーツ文化を享受できる人間を目指した.

したがって,学習内容は楽しさの享受方法, 「楽しさ」

および「体力の調整」の両者を志向したスポーツ実践の

必要性の理解,身体的影響の予測・調整方法である.

ここでは,前報2)の体育実技Iに引き続いて,体育

実技Ⅱの実践における改善の試みについて検討した.す

なわち,当初の構想に基づいて実施された前年度(1995

年度)の実践における課題を明らかにし,その改善を図

ろうとした本年度(1996年度)の実践について検討し

m

A.前年度の実践にみられた課題とその改善策の

試案

1.方法

1)対象

体育実技Ⅲの履修者208名(男子78名,女子130名)

に対して,上記目標に基づいた単元過程(表1)に沿っ
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て実践した授業.

2)調査・測定項E]およびその方法

①学習成果を把握するために,各授業における学習内

容を理解できたどうかについて学習ノートにより確かめ

た.この結果を基に,単元過程を通じて比較的よく理解

できたものを上位群,かなり理解に乏しいものを下位群

とし,その中間に位置するものは便宜上参考に供する程

度にとどめた.

ちなみに,このノートの記述内容について添削するこ

とによって,学生の自学自習に供しようとした.

②授業評価と学習成果の高低が何によるものかについ

て,各々分析するために以下の調査・測定を実施した.

a.総括的授業評価を実施し,単元を通して学習内容が

学生にどの程度受け入れられたかを把捉した.

b.学習並びに運動の有能感について調査し,単元を通

して学習やスポーツに対して自信が持てるようになった

かどうかを把握した.

C.毎授業後に形成的授業評価を実施し,その授業にお

ける学習内容が学生にどの程度受け入れられているかを

把握した.

なお,回答形式として, a及びCでは簡便法による

3段階評定法を, bでは2件法による4段階評定法を

用いた.

d.運動量(運動時間と運動強度)について検討するた

め,無作為に抽出した15名を対象に,主観的運動強度

及び携帯用超小型心拍数記憶装置を用いて,毎授業中の

心拍数を連続記録し,併せて学習経過をビデオに撮影し

た.なお,授業中の主運動時における運動強度,運動時

間は以下のように算出した.全授業終了後に自転車エル

ゴメーターを用いた負荷漸増法によって,各対象者の最

大心拍数を求め,学習経過の解析による主運動配当時間

全体の平均心拍数と最大心拍数の割合(%HRmax)を

運動強度とした.また,運動時問を算出するに際しては,

主運動配当時間内で安静時以上の心拍数を示した時間の

総計を求め,この時問の主運動配当時間に対する割合

(%)をもって運動時問とみなした.
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表1 1995年度体育実技Ⅱにおける単元過程

目標 内容 "fi -3 ;

- 体育実技 lのまとめ と体育実技 日の 目標 を 体育実桂 一のまとめと体育実技 日の目標の 講義(資料配布)

回

目

4/ーL1

理解 させ る 説明 一斉授業

体 力測定の/必要性 を理解 させる 行動体 力の説明 とその時点 での体力の実態 を

知る必要性を知る

体 力測定の測定方法の習得 させる 体力測定の実際 体育館組 とグラン ド組の 2 グル I プに分け

測定においてどの体力要素 を調べている 以 下の項 目について実施 交代 して行う

の かを理解させ る .筋 力 (背筋力 .脚力) 体育館 ではさらに 4 グループに分 け順 番に

回 .垂直 とび 測定 をす る

目

4′21

回

目

.反復横 とび

.立位体前屈

.片足開眼立ち

-持久走 (100 0 m , 150 0 m )

記舌責用紙 と資料 を配 布

体力測定の評価の方法 について理解 させる

体力の年齢推移 と運動生活習慣の関係 を

絶対的評価 と相対的評価の仕方 を知る 講義(賃料配布)

暦年齢 と体 力年齢の関係か ら評価する方法 を

知 る

一般的な体力低下 を知 り、今後の生活の

I 斉授業

理解 させる 在 り方 を考 える

4/28 基本的動作 と体力要素の連関 を理解 させる 基本的動 きに使われている体 力要素を知 る

四

スポーツ競技選手の体力特性 とスポーツ スポーツ種 目別にみた行動体力要素への 講義(資料配布)

障害か らみたスポl ツの行動体 力に及ぼす 影響 を知 るとともに、障害 も出 る可能性 I 育授業

回 影響 を理解 させる があることを知る

目

5′12

スポ一ツにおける行動体力への影響に対

する動 きの調節 を理解 させる 良い影響 だけを得るために、動 きをどの よう

に調節 することが大事かを知る

五

主観的 な強度と客観的な強度の関係 を知 る 3 種の走運動 を3 分間行い、その時の グラン ドでのP 斉授業

とともに、意図 した強度に動 きを調節でき 主観的 な強度 と心拍数の関係 を知る 3 種のス ピー ドで 3 分間走 る

回 るようになる 走終7 後 の心拍数 と走時の主観的弟度の関係の

目

5/ー9

異 なる運動 における調節方法 を知 る

ライン を見 つける

それ を利用 して縄 とびで応用を行 う

講義室 に移動 してまとめ

六

個人的意味の引き出 し方 を理解 させる 個人的意味の引き出 しの具体的 な実践方法 を 3 つの グルJ プに別れ、各 コl スを順番に回る
知 る . サーキッ トトレーニング (筋力 筋持久力)

ョ
目

5/26

個人的意味の引き出 しの必要性 を知る . エアロビツクダンス (全 身持久力)

. ス トレッチ ング (柔軟性)
資料 を配布

七
社会的意味の引き出 し方 を理解 させる 2 つの種 目において人数の違いにおける 2 つの グル ープに別 れて行 う

楽 しさの違いをスポーツの場面 を通 して . ポー トポール (4 人 、 6 人)
回

全 身持久力への影響を診断で きるようになる

知る . バ レーボール (2 人、 4 人)
目

6/2

みんなが楽 しくスポ一ツを行 えるように

工夫 する必要性 を知る

コー ト、ルールは決 めて行 う

2 つの グル一プに別 れて行 う

ノ、

社会的意味の引 き出 し方 を理解 させ る 2 つの種 目において人数の違いにおける

全身持久力への影響 を診断できるようになる 楽 しさの違いをスポーツ場面 を通 して知る . ポー トポール (6 人 、 8 人)

回 みんなが楽 しくスポーツを行えるように . バ レI ポール (4 人、 8 人)

目 工夫 するJ必要性 を知る コI ト、ルJ ルは決 めて行 う

快 の種類 とつながり1 社会的意味 を引 き出す 1 コマ は快 に関する講義

6/9 条件について理解 する 2 グループ を入れ替 えて行 う

8 人のグループを作 り、前回 . 前々回の授業 を
九

社会 的意味 をより強 く引き出す方法 を みんなでねらう楽 しさやその楽 しさを

理解 させる 引き出す工夫 を相談 し、他 のグループ ベースに して新 たなゲ一ムの創造 を行い、ま と
国 ね らった楽 しさを引 き出す方法 を知る とゲーム を行 う まったところで佃の グルT プとゲl ム を行 う
目

e;s

全身持久力への影響 を診断 できるよ うになる これを繰 り返 しよりみんなが楽 しめる工夫 、

創造 をしてい く

これ を繰 り返 し、ゲーム を完成 する

十

まとめ 教義的目標に対 してどのような授業 を 講義(賃料 配布)

教養 との関連 から実技 l 、日を抑える 展開 してきたかを抑え直すとともに、 I 青授業

ョ 総合的把握- 普遍的価値 (判断基準) - 体育的内容の中に教養的内容 が含まれ

目

6′3C

判断 . 決断の過程 の重要性 を認識 させ ると

ともにその事象に対 する物知 りである必要

性 を理解させる

ていることを知 る

2.結果

り教養教育としての体育実技Ⅱの学習成果について

体育実技IIでは,スポーツ文化の享受方法について習

熟させるとともに,スポーツ文化の享受を適しての「体

力の調整」の方法を取り上げ, Lj常生活の中で両者の各々

を得るためのスポーツ実践の必要性とその方法について

認識させようとした.したがって,期待される学習成果

を単元過程に沿って大別すると4つになる. ①体力評価

の必要性・意義についての理解, ②スポーツ実践による

身体的影響の予測・調整方法の理解, ③日常生活のスポー

ツ実践では「楽しさ」および「体力の調整」の両方が必

要であることの認識, ④前記③の実践と教養的内容の関

連性の認識である.これらは,教養基礎科H.体育実技

の目標を考えると, ③の認識のために①と②の理解が必

要であり, ④を認識するためには③の認識が必要である

という構造的関係になっている.

①体力評価の必要性・意義についての理解

生涯にわたってスポーツ文化を享受するには, "各年

齢段階において体力がスポーツ実践に必然的に関わって

くること-現在の体力および将来の体力状態を把捉・Y一

測すること-体力測定が必要であること-体力の測定方

法及びさらに体力評価の意義L_評価方法''の経過の中で
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体力評価の必要性,意義について理解させようとした｡

これらについては,過去においても学習経験があること

から,ほとんどの学生が理解できたという結果が得られた.

②スポーツ実践による身体的影響の予測・調整方法の

理解

上記体力評価を受けて、自らが欲する体力バランスを

実現する(以降「体力の調整」と表わす注))には, 「身

体の"動き" 」の違いによって関わる体力要素が異なる

こと, 「身体の"動ぎ'」の違いによって影響される体

力要素が異なること,体力トレーニングの原理・原則,

これらの知識を応用することで,スポーツ文化の享受と

して日常的に行っているスポーツによって影響されやす

い体力要素を予測できることである.結果をみれば,

「身体の"動き" 」の違いによって主働の体力要素が異

なることや体力トレーニングの原理・原則についてはほ

ぼ全員が理解していることが認められた.しかし, 「体

力の増強」のみに着目した" 「運動強度の調節方法」 "

の理解がかなり多く認められた.

(診「楽しさ」および「体力の調整」の両方を志向した

スポーツ実践の必要性の認識

先述したように、生涯にわたって日常生活の中でスポー

ツ文化を享受するには,スポーツ実践による身体への運

動効果について十分理解し,体力バランスを調整しなけ

ればならない.すなわち,日常生活の中では「楽しさ」

を志向したスポーツ実践とそのスポーツ実践を通して

「体力の調整」を図らなければならないことを十分に認

識しておく必要がある｡このことについては、 6割程度

の学生に理解できていることが認められた.

理解でき難かったものの多くは, 「楽しむスポーツ実

践」を除外し, 「運動強度の調節方法」と「体力トレー

ニングの実際」を結び付けて捉え, 『身体への運動効果

を得るには, "ややきつい"と感じるような強度でない

とだめだ.』の理解を, 「体力トレ-ニングの実際」の中

でさらに助長し, 『日常的な楽しさのスポーツ実践では

身体への運動効果は得難いだろう』と捉えてしまった.

この捉えは体育実技Ⅱで酎旨している方向とは異なるも

のである.これら得られた結果を基に表現をかえて言え

ば, 「運動強度の調節方法」と「体力トレーニングの実

際」は,体育実技Ⅱにおける重要な学習成果としての学

習内容のつながりの理解を妨げることになった.これら

に関しては, 「運動強度の調節方法」はスポーツ実践に

おける運動強度の予測に不可欠の内容であるが, 「体力

トレーニングの実際」は体育実技IIで目指す方向からす

れば,むしろ周辺的知識の位置付けでもあり,削除して

も差し支えないものと考えられる.

④教養的内容の理解

「体力の調整」を図るには,体力要素のレベルを含め

て,自分勝手な体力バランスを考えるのではなく,社会
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に貢献するには自らの体力レベルはどうあることが望ま

しいのか,自らの体力バランスはどうあるべきか等,自

分の社会的立場や社会の要請などを考慮したうえで,

「体力の調整」をしなければならない.つまり,社会的

存在であるということが,自らが目指す体力バランスの

判断基準であり,この「体力の調整」の過程が「教養の

形式」1)を踏まえていることを理解することが大切であ

る.すなわち, 「総合的把握-普遍的価値-決断」の

経過の大切さを理解させようとしたが,このことについ

ては, 7割程度の学生が理解できたという結果が得られ

m

体育実技Ⅱでは,スポーツ文化の享受に際しては,辛

受する「楽しさ」の種類を予め明確にしておく必要性と,

その楽しさを得るための工夫の必要性について理解させ

ようとした.つまり,スポーツ実践で求める「楽しさ」

の種類の決定方法については,与えられた人的及び物的

環境条件を考慮したうえで,享受すべき「楽しさ」の種

類を決定しなければならない.スポ-ツ実践に際して

"みんなが楽しめる"ということが, 「楽しさ」の種類

を決める判断基準であり,この「楽しさ」の種類を決定

する過程が「教養の形式」1)を踏まえていることを理解

することが大切である.すなわち,得ようとする「楽し

さ」の決定方法に関わる学習においても, 「総合的把握

-普遍的価値-決断」の経過の重要性を理解させよう

とした.このことについては, 6割程度の学生が理解し

ていたという結果が得られた.さらに, 「楽しさ」を引

き出す・強める方法の工夫に関しては,その「楽しさ」

を"みんなが得られる"ということが,工夫(ルールを

作る)に際しての判断基準であり,その楽しさを得るた

めの工夫をする過程が「教養の形式」 1)を踏まえている

ことを理解させようとした.すなわち, 「総合的把握-

普遍的価値-決断」の経過の重要性を理解させようと

した結果,体育実技Iでも取り扱った内容であるため,

ほとんどの学生が理解できていることが認められた.

2)学習成果に影響する要因について

(1)運動量における上位群と下位群の比較

運動量の測定のために無作為に抽出された15名のう

ち, 5名が学習成果の上位群に属し, 5名が下位群に属

したため,これらの例をもって運動量についての上位群

と下位群の比較を試みた.

運動時間と運動強度について上位群と下位群を比較し

てみると(表2),運動時問は設定された学習内容によっ

て授業毎にばらっきがみられるが,運動強度は,全授業

を通じて上位群が下位群より強い傾向であった.とくに,

5, 9回目では顕著であったが,しかしその差は有意で

なかった.また,運動時間と運動強度の間には一定の関

係は認められなかった.
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表2 1995年度体育実技Ⅱ学習成果の上位群と下位群による運動時問と運動強度の結果

1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 6 回目 7 回目 8 回目 9 回目 10回目

上 位 群
時間 (% ) 79.7 61.2 52.e 79.9 78.8

強度 H R m ax) 講 義 体力測定 講 義 講 義 =:=雲 写冒…芸 Ss… 6578… 70.576.7 講 義

下 位 群
時間 (% )

強度 (% H R m ax) 56.6 57.7 58.0 65.0 64.4

表3 1995年度体育実技Ⅱ学習成果の上位群と下位群による総括的授業評価の結果

授業 開 始前 全 授 業 終 了後

上位 群 t値 下 位群 上位 群 t値 下 位 群

平 均 標 準偏 差 平 均 標 準偏 差 平 均 標 準 偏 差 平 均 .標 準 偏 差

で き る

運動 の 有 能 感 1.8 5 7 0 .86 4 0 .9 15 1.54 5 ( 0 .8 2 0 ) 1.6 43 0 .6 3 3 -0 .5 8 2 1 .8 18 ( 0 .8 7 4

い ろん な運 動 の 上 達 2 .3 5 7 0 .63 3 0 .5 82 2 .18 2 0 .8 7 4 2 .5 00 0 .6 5 0 0 .7 9 2 .27 3 0 .7 8 6

授 業 前 の気 持 ち 1.8 5 7 0 .86 4 1.2 41 2 .2 73 ( 0 .7 8 6 2 .42 9 0 .6 4 6 0 .8 1 3 2 .18 2 0 .8 7 4

で きる 自信 2 .0 0 0 0 .8 7 7 -0 .5 15 2 .18 2 ( 0 .8 7 4 1.8 57 0 .5 3 5 -0 .19 0 1 .9 0 9 0 .8 3 1

自発 的運 動 2 ▼8 5 7 0 ▼36 3 1.46 2 2 .54 5 ( 0 .6 8 8 ) 3 .00 0 0 .0 0 0 ) 2 .0 3 0 2 .6 3 6 0 .6 7 4 )

たの しむ

適 した運 動 2 ー143 0 .7 7 0 ) -0 .4 15 2 .27 3 ( 0 .7 8 6 2 .2 14 0 .8 9 3 1.l l 1 .8 18 0 ▼8 7 4

瞬敏 性 2 .0 00 0 .8 7 7 -1.06 4 2 .36 4 0 .8 0 9 2 .35 7 0 .7 45 ) 0 .8 4 3 2 .0 9 1 0 .8 3 1

楽 し く勉 強 2 .6 43 0 .4 9 7 1.06 4 2 ▼3 6 4 0 .8 0 9 2 .76 9 0 .4 3 9 2 .3 86 * 2 .18 2 0 .7 5 1

精 一 杯 の運 動 2 .8 57 0 .3 6 3 2 .2 11 2 ▼2 7 3 0 .9 0 5 2 .78 6 0 .5 79 1 .1 84 2 .4 5 5 ( 0 .8 2 0

丈 夫 な体 2 .5 7 1 0 .6 4 6 1.28 3 2 .18 2 0 .8 7 4 2 .7 14 0 .4 69 1 .9 57 2 .18 2 0 .8 74

ま も る

ル一 ル を守 る 3 .0 00 0 .0 0 0 - 3 ー0 0 0 0 .0 0 0 3 ー00 0 0 .0 00

-0 .8 82

3 .0 0 0 0 .0 0 0 )

勝 つ た めの 手 段 2 .92 9 0 .2 6 7 ) -0 .88 2 3 .0 0 0 { 0 .0 0 0 2 .92 9 0 .2 67 3 .0 0 0 0 .0 0 0

仲 良 くな る チ ャ ンス 2 ▼92 9 0 ▼2 6 7 蝣0 .88 2 3 .00 0 0 .0 0 0 2 .92 9 0 .2 67 1 .9 18 2 .5 4 5 0 .6 88

約 束 ご と を守 る 3 .0 00 0 .0 0 0 - 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 3 .00 0 0 ▼0 00 1 .1 35 2 .9 0 9 0 .3 02

勝 負 を認 め る 3 .0 00 0 .0 0 0 -
3 .0 0 0 0 .0 0 0 3 .00 0 0 .0 00

-
3 .0 0 0 0 .0 0 0

ま J."ふ

作戦 の 実 現 2 .7 86 0 .5 7 9 1.09 0 2 .4 5 5 0 .9 3 4 2 ー92 9 0 ー2 67 1 .6 48 2 .5 4 5 0 .8 2 0

新 しい発 見 3 .0 00 0 .0 0 0 - 3 .0 0 0 0 .0 0 0 3 .00 0 0 .0 00 1 .5 87 2 .7 2 7 0 .6 4 7

工 夫 して勉 強 2 .7 86 ( 0 .5 7 9 ー0 ▼15 8 2 .8 18 0 .4 0 5 2 .78 6 0 .5 79 0 .9 49 2 .5 4 5 0 .6 8 8

他 人 を参 考 3 .0 00 ( 0 .0 0 0 1.13 5 2 .8 18 0 .6 0 3 2 .85 7 0 .5 35 -0 .2 88 2 ▼9 0 9 0 .3 0 2

作 戦 を立 て る 3 .0 00 ( 0 .0 0 0 1.13 5 2 .9 0 9 ( 0 .3 0 2 2 .78 6 0 .4 26 ) 0 .8 03 2 .6 3 6 0 .5 0 5 )

学 習 の 有能 感 12 .7 14 2 .19 9 一0 .3 12 13 .00 0 2 .3 6 6 12 .5 00 2 .9 55 0 .3 89 1 2 .00 0 3 .4 6 4

運動 の有 能 感 12 .8 57 3 .9 3 9 0 .07 8 12 .72 7 4 .3 1 5 l l.7 86 2 .5 7 7 -0 .5 88 1 2 .63 6 4 .5 8 9

注)'Pく0.05

表4 1995年度体育実技Ⅱ学習成果の上位群と下位群による形成的授業評価の結果

5 回 目 6 桓】目 7 回 目 8 回 目 9 回 日

平 均 S D 平 均 S D 平 均 S D 平 均 S D 平 均 S D

1 J 楽 しか った です か0

2 . せ いい っぱ い 全 力 を つ く して i! 動 で き ま したか O

3 . 今 日学 習 した こと は 自分 に ち ょう ど 合 って い ま したか 0

4 l 深 く心 に残 るこ とや 感 動 す るこ とか あ り ま したか 0

5 ▼ 今 ま でで き なか った こと (i! 動 や 作 戦 ) が で き るよ うに な L) ま した か 0

6 . 「あ っわ か った ! 」 とか 「あ っそ うか l 」 と 思 った こ とか あ L) ま した かQ

7 . 授 業 の約 束 をき ちん と 守 れま したか 0

8 . 自 分 か ら進 ん で学 習 で き ま した か0

9 . 日 分 のめ あ て に向 か って 何 回 も 稚 習 で きま したか 0

1 0. 思 わ ず拍 手 した LJ 「わ 一 」 と歓 声 を上 げ た りす る こ とか あ りま し

上 位 群 2 .4 2 9 ( 0 .6 4 6 ) 2 .8 0 0 ( 0 .4 2 2 ] 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ] 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 )

下 位 群 1 .8 0 0 { 0 .9 1 9 ] 2 .5 5 6 ( 0 .7 2 6 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 ▼0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 2 .7 2 7 ( 0 .6 4 7 )

上 位 群 2 .7 8 6 ( 0 .5 7 9 1 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 2 .8 5 7 ( 0 .3 6 3 ) 3 .0 0 0 ( 0 .ロo o ) 2 .9 2 9 ( 0 .2 6 7 1

下 位 群 2 .7 0 0 { 0 .4 8 3 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 2 .7 7 8 ( 0 .6 6 7 ) 2 .3 6 4 ( 0 .9 2 4 )

上 位 群 2 .5 7 1 ( 0 .6 4 6 ) 2 .7 0 0 ( 0 .4 8 3 I 2 .7 8 6 ( 0 .5 7 9 ) 2 .4 6 2 ( 0 .7 7 6 ) 2 .9 2 9 ( 0 .2 6 7 )

下 位 群 2 .1 0 0 ( 0 .8 7 6 ) 2 .1 1 1 ( 0 .7 8 2 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 2 .6 6 7 ( 0 .7 0 7 ) 2 .5 4 5 ( 0 .6 8 8 )

上 位 群 1 .7 1 4 ( 0 .6 1 1 ) 2 .5 0 0 ( 0 .7 0 7 ) 2 .0 7 1 ( 0 .7 3 0 ) 2 .5 0 0 ( 0 .6 7 4 ) 2 .7 1 4 ( 0 .4 6 9 )

下 位 群 1 .7 0 0 ( 0 .6 7 5 ) 2 .3 3 3 ( 0 .7 0 7 ) 2 .5 0 0 ( 0 .7 0 7 ) 2 .3 3 3 ( 0 .8 6 6 ) 2 .3 6 4 ( 0 .8 0 9 I

上 位 群 1 .7 8 6 ( 0 .6 9 9 ) 2 .2 0 0 ( 0 .4 2 2 ) 2 .4 2 9 ( 0 .6 4 6 ) 2 .5 3 8 ( 0 .6 6 0 ) 2 .7 1 4 ( 0 .4 6 9 I

下 位 群 1 .4 0 0 ( 0 .5 1 6 ! 1 .7 7 8 ( 0 .6 6 7 ) 2 .5 4 5 ( 0 .6 8 8 ) 2 .3 3 3 ( 0 .7 0 7 ) 2 .2 7 3 ( 0 .7 8 6 )

上 位 群 2 .7 8 6 ( 0 .5 7 9 ) 2 .6 0 0 ( 0 .5 1 6 ) 2 .3 5 7 ( 0 .7 4 5 ) 2 .7 6 9 ( 0 .5 9 9 ) 2 .8 5 7 ( 0 ▼5 3 5 )

下 位 群 2 .2 0 0 ( 0 .7 8 9 ) 2 .2 2 2 ( 0 .9 7 2 ) 2 ▼6 3 6 ( 0 .6 7 4 ) 2 .3 3 3 ( 0 .8 6 6 ) 2 .5 4 5 ( 0 一6 8 8 )

上 位 群 2 .9 2 3 ( 0 .2 7 7 ) 2 .9 0 0 ( 0 .3 1 6 ) 2 .8 5 7 ( 0 .5 3 5 ) 2 .8 4 6 ( 0 .5 5 5 ) 2 .9 2 9 ( 0 .2 6 7 )

下 位 群 3 .0 0 0 ( 0 ー0 0 0 ) 2 .8 8 9 ( 0 .3 3 3 ) 2 .9 0 9 ( 0 .3 0 2 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 )

上 位 群 2 .7 1 4 I 0 .4 6 9 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ] 2 ▼8 5 7 ( 0 .5 3 5 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 )

下 位 群 2 .7 0 0 ( 0 .6 7 5 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 2 .7 7 8 ( 0 .6 6 7 ) 2 .5 4 5 ( 0 .8 2 0 )

上 位 群 2 .0 7 7 ( 0 .6 4 1 ) 2 .3 0 0 ( 0 .4 8 3 ! 2 .5 7 1 ( 0 ▼5 14 ) 2 ▼6 1 5 ( 0 .5 0 6 ) 2 .3 5 7 ( 0 .6 3 3 )

下 位 群 1 .7 0 0 ( 0 .8 2 3 ) 2 .2 2 2 ( 0 ▼8 3 3 ) 2 .4 5 5 ( 0 .6 8 8 ) 2 .2 2 2 ( 0 .8 3 3 ) 2 ▼4 5 5 { 0 .8 2 0 )

上 位 群 1 .9 2 9 ( 0 .9 1 7 ) 2 .3 0 0 ( 0 .8 2 3 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 ▼0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 )

たか 0 下 位 群 1 ▼8 0 0 ( 0 .9 1 9 ) 2 .1 1 1 ( 0 .9 2 8 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 2 .7 2 7 ( 0 ▼6 4 7 )

l l- 友 だ ちと お互 いに 教 え た LJ 町 1 た りしま したか 0

12 . 友 だ ちと 協 力 して仲 良 く学 習 で きま したか 0

上 位 群 2 .6 4 3 ( 0 .6 3 3 ) 2 .6 0 0 ( 0 .5 1 6 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ]

下 位 群 2 .7 0 0 ( 0 ー4 8 3 ) 2 .7 7 8 ( 0 .4 4 1 3 ▼0 0 0 ( 0 ▼0 0 0 ) 2 .6 6 7 ( 0 .7 0 7 ) 2 .9 0 9 ( 0 ▼3 0 2 )

上 位 群 2 .8 5 7 ( 0 .5 3 5 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 2 .8 4 6 ( 0 .5 5 5 ) 3 ▼0 0 0 ( 0 .0 0 0 I

下 位 群 2 .9 0 0 ( 0 ▼3 1 6 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 2 .9 0 9 ( 0 .3 0 2 I
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(2)総括的並びに形成的授業評価項目における上位群

と下位群の比較

総括的授業評価の結果について上位群と下位群を比較

すれば(表3),体育実技Ⅱの開始時では, 『たのしむ』,

『まなぶ』は上位群が下位群に比べて高い傾向を示した.

また,全授業終了時においては全ての因子項目で上位群

が高い傾向を示した.授業開始時に対する終了時のノビ

についてみると, 『たのしむ』の「適した運動」, 「瞬敏

性」, 「楽しく勉強」, 『できる』の「授業前の気持ち」,

『まなぶ』の「新しい発見」, 「工夫して勉強」の項目は

上位群では上昇して高値に至る場合と高値で横ばいであっ

たが,これら全ての項目において下位群は下降を示した.

形成的授業評価の結果について両群を比較してみると

(表4),上位群は5, 6, 8, 9回目の授業ではほとん

どの項目で下位群よりも高く,そのなかでも, 「1.莱

しかったですか.」, 「3.今日学習したことは自分にちょ

うどあっていましたか.」, 「5.今までできなかったこ

と(運動や作戦)ができるようになりましたか.」, 「6.

『あっわかった!』とか『あっそうか!』と思ったこ

とがありましたか.」の項目では顕著であった.ところ

が,上位群について単元を通しての推移をみれば,ほと

んどの項目の得点は5, 6回目では低下し,また「4.

深く心に残ることや感動することがありましたか.」,上

記項目5と「9.日分のめあてに向かって何回も練習で

きましたか.」の項目は全授業にわたって他の項目得点

より低値で推移した.一方,同様に下位群をみれば, 7

回日の授業では,上記項目1, 「2.精一杯全力をっく

して運動できましたか.」,上記項目3, 「8.日分から

進んで学習できましたか.」, 「10.恩わず拍手したり

『わ-』と歓声を上げたりすることがありましたか.」の

項目は高値を示したが,他の項目及び他の授業でのほと

んどの項目の得点は低値を示した.

3.考察

1)体育実技Ⅱにおける学習成果に影響する要因につ

いて

学習成果によって上位群と下位群に分けられたが,両

群の学習成果に影響する要因を兄い出すことは,今後に

おける体育実技Ⅱの授業を改善していく上で重要である

と考え,以下両群について検討した.その際,冒頭で述

べたように,教養基礎科目・体育実技の目標から考えて,

体育実技Iと体育実技Ⅱはつながりをもっているため,

体育実技Iにおける学習成果をも考慮して検討すべき必

要性があると考えられる.

(1)上位群の検討

上位群は学習成果があがったものであり,単元過程を

通じて期待された学習内容のつながりを理解できていた
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ものである.これらの学生について既習の体育実技Iの

成果を個人別にみてみると,学習内容に対する理解は一

般に高いことが認められ,このことは体育実技Iにおけ

るかれらの総括的授業評価や形成的授業評価のほとんど

の項目得点が高いことからも強く指摘された.

上位群の体育実技Ⅱにおける総括的授業評価での全授

業終了後の得点は全ての因子項目で下位群よりも高く,

形成的授業評価も7回目を除く授業では下位群よりも高

かった.このようなそれぞれの高得点が各学習内容およ

びそのつながりの理解の促進に起因したであろうことは

容易に推定できる.

従来の報告によれば,愛好的態度が高いものは,運動

従事量が高く3),さらに,運動従事量が高いものは学習

成果が高いといわれている4).これらに基づいて考える

ならば,上位群は体育実技Ⅱの授業に対して愛好的であ

るが故に,学習活動量が多かったということになる.事

実,運動時間では学習内容により授業毎にばらつきがみ

られるものの,運動強度は下位群よりも一般に高値で推

移し,上位群は主運動配当時間内で集中して運動できた

ことが示唆された.このことは学習内容が明確になって

おり,意欲的に学習活動に従事できたことを意味するも

のであると考えられる.

では,上位群は学習内容が明確になり,意欲的に学習

活動に従事できたのは何によるものかについて検討して

みる.授業前及び全授業終了後の総括的授業評価の因子

項目『まなぶ』の得点は高値で,体育実技Ⅱの開始にあ

たっても「学ぶ」という姿勢が備わっており,全授業終

了後でもその姿勢は維持されていたことが推察される.

この推察にあたって重大なことは,上位群が体育実技Ⅱ

であるからこそ,その姿勢を保持したのか,あるいは,

いかなる授業であっても,授業に対してはいっでも「学

ぶ」姿勢が備わっているのか,そのいずれであるかとい

うことである.

形成的授業評価の得点の推移をみると, 5, 6回目の

授業ではほとんどの項目が低値を示し, 7回目以降では

上昇した.このことは,上位群の「学ぶ」姿勢が学習内

容に影響されることを示唆するものであり,表現をかえ

ると,形成的授業評価の得点の変化は上位群からみた学

習内容がもたらせたことを推定させるものであると考え

られる.このように考えると, 7回目以降の得点の上昇

は,上位群が授業に際して「学ぶ」姿勢を強めていたこ

とが推定される.逆に5, 6回目の授業における得点の

低下は, 「学ぶ」姿勢が上位群といえども脆弱であった

ことを強く推定させるものであろう.

このように5, 6回目の授業で低下していた姿勢がそ

の後なぜ強まったかについて検討してみると,次のよう

に考えることができよう. 1回目の授業では既習の体育

実技Iのまとめとともに,体育実技Ⅱで設定される学習
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内容及びそのつながりについての理解を図ろうとしたが,

体育実技Iの内容について理解していたことによって,

体育実技Ⅱの内容が容易に理解されたことが推察される.

事実,上位群の学習ノートによれば,それらの理解は十

分であることが認められた.このような全体計画につい

ての理解は5, 6回目の授業で低下した「学ぶ」姿勢を

その後に強化していくことにつながったと考えられよう.

つまり,全体計画についての理解は学習意欲を喚起し,

それに裏うちされた「学ぶ」姿勢の強化につながったこ

とが推測される.このような推定に基づくならば,上位

群の学習意欲の増強は学習内容の理解の促進に起因した

ものであろうと考えることができる.

このように学習内容の理解を促進させた上位群でさえ

も5, 6回目の授業での形成的授業評価の項目1, 2,

4, 5, 9, 10, 11の得点が低く,なかでも項目

5, 9, 11は低値であった.これら5, 6回目の授業

にみられた低値は取り扱った学習内容が,全体計画を理

解している上位群からみれば,何かそぐわないものがあっ

たことを推定させる.これらの授業では「運動強度の調

節方法」と「体力トレーニングの実際」を内容として行

われたが, 1回目の講義で「スポーツ文化の享受」を通

しての「体力の調整」を目指していることを理解してい

る上位群にとっては,学習意欲を喚起する内容でなかっ

たと推定できる.たしかに, 「体力トレーニングの実際」

は体育実技Ⅱが目指している「スポーツ文化の享受を通

しての体力の調整」からすると,周辺的学習内容の位置

付けとなる.これに対して, 「運動強度の調節方法」は,

「楽しむためのスポーツ実践」による身体的影響の予測・

調整には不可欠である.しかし,上位群でさえも高校ま

での学習経験も相まって, 「運動強度の調節方法」と

「体力トレーニングの実際」とを結び付けて捉え, "体力

増強のみに着目した「運動強度の調節方法」 ''と理解し

ている例がかなりみられた.したがって,全体計画を理

解していた上位群にとっては,両方の内容に対して意欲

が低下したように考えられる.このことからも,結果で

述べたような「体力トレーニングの実際」を削除すると

いう改善が必要になろうし,また,体育実技Ⅱの学習内

容の配列順序を考慮する余地のあることも推察される.

(2)下位群の検討

下位群は体育実技Ⅱの学習内容のつながりの理解が乏

しかったものである.このことが,全授業終了後の総括

的授業評価での全ての因子項目で上位群よりも低く,形

成的授業評価の得点も上位群より低いことにつながった

であろうことは容易に推定される.それではどうして,

体育実技Ⅱを通して下位群は理解に乏しかったのかにつ

いて検討してみる.

我々授業者にとっては極めて重大なことであるが,下

位群の多くは,前報2)で示したように,主として「運

動をする」 ｡という授業への態度が起因して,体育実技I

においても学習内容の理解が不十分なものであった.し

たがって,下位群が何故体育実技Ⅱの理解に乏しくなっ

たかの原因を明らかにするには,同群の各個人について

の体育実技Iにおける結果を分析しておく必要があると

考えられる.

下位群の各個人について体育実技Iの形成的授業評価

の結果をみると,項目1, 2, 4,の得点は一般に高

く,逆に項目6は低いことなどが特徴的であった.これ

らの結果は,感覚として「楽しさ」を獲得できたが,獲

得できるまでの過程,つまり体育実技Iの中心的学習内

容である「楽しさを引き出す・強める」ことについては

理解が不十分であることを指摘しているものである.こ

のような形成的授業評価の結果とはぼ同様の傾向がかれ

らの体育実技Ⅱにおける7回目の授業でも認められた.

したがって, 7回目の授業では下位群は「楽しさ」∵を感

じることができたが,この場合にも「楽しさを引き出す・

強める」を理解している学生による工夫に従って運動し

たことによって, 「楽しさ」を得ることができたものと

容易に考えることができる.すなわち, 「楽しさを引き

出す・強める」方法に関する理解は下位群では未だ乏し

いと言えよう.

ところが,体育実技Ⅱでは「生涯にわたってスポーツ

文化を享受し続ける人間」を目指して, 「楽しさ」享受

のスポーツ実践として, 「楽しさ」獲得のために工夫さ

れた"動き''をルール化することによって,具体化され

た"動き''を分析するために必要な「身体的影響を予測・

調整」の学習内容が設定されている.このような設定を

下位群からみると, 「楽しさを引き出す・強める」ため

に具体化された"動ぎ'が明確に作れないまま,つまり

「身体的影響を予測・調整」するための分析対象ができ

ないままに, 「体力の調整」に関する学習に入らなけれ

ばならないことになってしまったということができよう.

このように考えると,体育実技Ⅱについて下位群が理解

に乏しくなった原因の1つは,体育実技Iでの学習内容

の理解の不十分さがあげられる.このことは,前述した

体育実技Iと体育実技Ⅱのつながりの緊密性からも十分

に理解されよう.

以上のような原因追及の結果に基づいて,前年度の体

育実技Ⅱの単元過程の課題を考えれば,次のような点が

取り上げられる.体育実技Iにおける理解が十分であっ

たかどうかには関係なく, 「楽しさを享受するスポーツ

実践」を通して「体力の調整」を目指す体育実技Ⅱでは,

得る「楽しさ」の種類の決定方法を含めて, 「楽しさを

引き出す・強める」ための具体的"動き"をはっきり作

らせ(ルールとして完成),その"動き"に基づいて

「身体的影響の予測・体力の調整」への展開が一般的で
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表5 1996年度体育実技Ⅱにおける単元過程

目標 内容 方 法

回

目

4′12

体 育 実寸支 I の ま と め
楽 し さの種 類 とつ なが り

楽 し さを引 き出す条件 、楽 しさ を強 め る条件
講 義(賃 料 配布 )

一 斉授 業
体育 実技 II の 目標 を理解 させ る 体 育 実技 日の 目標 と学 習計画 に つ い て

回

目

J 10

楽 しむた めの ス ポー ツ実践

得 る楽 しさの決定 方法 (各個 人 の何 を考慮

しな けれ ばな らない か ? どの よ うな基 準 で

決 定 しな けれ ばな らないか ? ) 一 「教 養 の

形 式」 の学習

決 定 した楽 しさを引 き出す条 件 及 び強 め る条

件 を満 たす ための チ 一ム編成 や ル ール を考 え

る0

班 ご とに 実施 する種 目 を選研

班別 話 し合 い

-

楽 しむた めの スポ l ツ実践

得 よ うと決 めた楽 しさを引 き出 し、 強 め る 陸 上競 技 場 、ラ グ ビI - サ ッカ ー場 、野球 場

回 ための チl ム編 成 やル ール変 更 を繰 り返 し の 3 グル ー プに 分 かれ それぞ れの 選択 した種 目

目 なが ら、引 き出す条 件 や強め る条 件 とルー を実施 (パレT ポ- ル、トノデポA ル、ポートポール)

4′26
ル の関係 を具 体的 に知 る0 実施種 日 ごとに コT トと道 具 を準 備

四

楽 しむた めの スポ 一 ツ実践

得 よ うと決 めた楽 しさを引 き出 し、 強 め る

既 に完成 して いる場 合に は 、相手 を

変 え てゲ l ム を行 うO

回 た めの チ- ム編 成 やル l ル変更 を繰 り返 し 陸 上競 技 場 、ラ グビー - サ ツ力l 場 、野 球場

目

* 10

なが ら、引 き出す条 件や 強め る条 件 とル ー の 3 グル ー プに分 か れそ れぞ れの 選択 した種 目

ルの 関係 を具体 的 に知 る0 を行 う

実施 種 日ご とに コー トと道具 を準 備

五

回 各 ス ポT ツ種 目の体 力要 素 への影 響

体力 と体 力要 素、人 間の動 きに関 る体 力要素

体 力 トレーニ ングの 原理 ..原則 講 義(資料 配布 )

自

5′17

スポ ー ツ種 目にお ける動 きの特 性 とそ れに か

か わる体 力要素

- 膏授 業

六

回
体 力測 定

各体 力要 素の測 定の 方法 につ い ての理 解 測定 用紙 (資 料 配布)

日 (測定 項 目 = 反復横 跳 び、脚 筋 力 、躍 み台 昇 体 育 館 での 一斉 授業

5′24
降 、垂 直跳 び、閉 目艮片足 立 ち、 立位 体前 屈 ) 前回 の グル ー プに別 れ、各 コー ス を順 番 に回 る

七 体 力診 断 . 評価

体 力の バ ランスの 意味

体 力の 相対評 価 と絶対評 価
講義 (資 料配 布)

回

目
相 対評価 と絶 対評価 の用 い方

一斉 授業

楽 しむため の スポ 一ツ実 践 と 楽 しむ実践 と体 力増 強の 実践 で 行 う種 目の
班 別 話 し合 い

5′31
体 力調 節 の ための ス ポ- ツ実践 決 定 、チl ム編成 、ル J ルの 決 定

八
楽 しむため の スポー ツ実 践 と

楽 しむ実践 一班 で当 初の種 目 と異 なる種 目

で、得 る楽 しさを授 業で 実践 (ルー ル 、編成 陸 上競 技 場 と グラン ドと野球 場 の4 グル l プ に

回 の可 能性 ) 分 か れ それ ぞれの 選書尺した種 目 を行 う

H

6′7

体 力調節 の ための ス ポー ツ実践 楽 しむ実践 によ る体 力要 素 への影 響 予測 (バレーポl ル、ド.ノデポ㌦ル、ポ- トボl ル、サツ力- )

自 らが望 む体 力状態 にす る には 、 どの よ うな

種 目が必要 か

行 う種 日ご とに コー トと道具 を準備

九

回

目

6.21

楽 しむ ための スポ ー ツ実践 と

楽 しむ実践J 王症で それぞ れの種 目 を完 成 させ

る0 既に完 成 してい る場合 に は、 前回 の種 目

と異 な る種 目で、得 る楽 しさを授 業で 実践

(ル 一ル 、編成 の可能 性)

楽 しむ実践 に よる体 力要素 への 影響 予測

自 らが望 む体力 状態 にす るに は、 どの よ うな

種 目が必要 か

陸 上競技 場 とグ ラン ドと野球 場の 4 グル q プに

分 かれ そ れぞ れの選 択 した種 目 を行 う

体 力調節 の ため の スポ ー ツ実 践 (バレl ポl ルL ドッデポ一ル、ポl トポール、サツ力l )

行 う種 目 ご とに コー トと道具 を準 備

十

回

日

6′28

ま とめ と試験

講義 (資料 配 布)

一斉 授業
テ ス ト

はないかと考えられる.すなわち,体育実技Ⅱの単元過

程における「体力の調整」に関する学習内容と「楽しさ」

を享受するスポーツ実践の学習内容の順序を変更させる

のが妥当であると考えられる.また,この順序の変更は,

今後も予想される体育実技Iにおける学習内容の理解に

乏しい学生のためにも有益な改善策であろう.

このような順序変更の観点と同じくするが,周辺的学

習内容として位置付いている「体力トレーニングの実際」

は,下位群にとっても5, 6回目の授業での形成的授業

評価の得点を低下させたことからすれば,上位群以上に

"理解"を妨げる要因となっていることもあって,体育

実技Ⅱに与えられた時間的条件下ではこの内容は削除さ

れるのが妥当であろう.

4.前年度の実践における課題とその解決方法の試案
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上,下位群についての検討結果に基づき,主として学

習内容一学習成果の観点から,前年度の体育実技Ⅱの課

題とその改善について考えてみた. 1っには,体育実技

Ⅱがねらう学習成果に対して,周辺的学習内容の位置付

けにある「体力トレーニングの実際」は学習内容のつな

がりの理解の妨げとなっていることから削除する. 2つ

めには,下位群の「考察」から導き出されたように,体

育実技Ⅱの学習内容がつながりやすいように,単元過程

の学習内容の配列順序を変更する.すなわち, 「楽しさ

を享受するためのスポーツ実践」を先に行い,その後に

「身体的影響の予測・体力の調整」に関する学習内容を

設定することが望ましいと考えられる.

以上のような検討結果に基づいた本年度(1996年度)

に向けての改善試案を表5にまとめてみたが,これら以

外にも,前報2)と同様に運動時間の問題や,仲間関係
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に影響するグルーピング等についても考慮していく必要

があることは言うまでもないが,ここでは割愛した.

B.試案に基づく本年度(1996年度)の授業実践

1.方法

IKM
体育実技Ⅲの履修者209名(男子75名,女子134名)

に対して,前述の試案された単元過程(表5)に沿って

実践した授業.

2)調査・測定項目およびその方法

前記A.と同様の調査・測定項目及び内容について実

施した.すなわち, 「学習成果」 「総括的授業評価」 「学

習並びに運動の有能感」 「形成的授業評価」 「運動量(運

動時間と運動強度)」について測定・調査を実施した.

2.結果

前述したように,前年度の授業実践について,学習内

容の設定に関わって主な改善策2つが試案された.

第一には,体育実技Ⅱの学習内容に対する学生の理解

を妨げる一因となった「体力トレ-ニングの方法」にお

ける「体力トレーニングの実際」を削除するという改善

である.

表6 1995年度体育実技Il総括的授業評価の結果

第二には,体育実技Ⅱの中心的学習内容の理解を促進

するために学習内容の配列順序を変更するという改善で

ある.すなわち, 「楽しさ」享受のスポーツ実践として,

「楽しさ」獲得のために工夫された"動き"をルール化

することによって明確に具体化した後に,そのスポーツ

実践での"動き''を分析するために必要な「体力の調整」

の方法に関わる内容を設定するというものである.

これらを中心とした改善によって,実際に学習成果が促

進されたかどうかについて検討を加えるために,まず,前

年度(1995)と本年度(1996)の実践結果の比較を行った.

両年度における総括的授業評価の結果を表6と表7に

示して比較すれば,因子項目『できる』 『たのしむ』 『ま

もる』 『まなぶ』のすべてにおいて,全授業終了後には

本年度で高い得点がみられ,したがって,一般に本年度

の得点は前年度より高いノビを示すことが認められた.

なかでも,全授業終了後における『できる』の「授業前

の気持ち」, 『たのしむ』の「適した運動」, 『まなぶ』の

「新しい発見」, 「作戦を立てる」の得点は,本年度で前

年度より高値を示し,そのノども大きかった.しかし,

『できる』の「いろんな運動の上達」, 『たのしむ』の

「精一杯の運動」は,全授業終了後の得点こそ本年度は

前年度とほぼ同様であったが,本年度の低下に対して前

年度は上昇したため,前年度においてノビは著しかった.

項 目名

授 業 開始 前 全 授 業 終 了 後 ノ ビ

平 均 標 準 偏 差 平 均 標 準 偏 差 平 均 標 準 偏 差

で き る

運 動 の 有 能 感 2 .2 6 3 0 .8 0 6 2 .3 6 8 0 .6 8 4 0 .1 0 5 0 .5 6 7

い ろ ん な 運 動 の 上 達 2 .4 2 1 0 .7 6 9 2 .5 7 9 ( 0 .7 6 9 0 .1 5 8 ( 0 .6 0 2 )

授 業 前 の 気 持 ち 2 .5 7 9 ( 0 .6 9 2 2 .5 2 6 0 .8 4 1 -0 .0 5 3 0 .8 4 8

で き る 自信 2 .6 3 2 0 .6 8 4 2 .2 1 1 0 .6 3 1 -0 .4 2 1 ( 0 .6 0 7 )

自発 的 運 動 2 .6 8 4 0 .4 7 8 2 .8 4 2 0 .5 0 1 0 .1 5 8 0 .5 0 1

因 子 平 均 2 .5 1 6 0 .5 1 3 2 .5 0 5 0 .4 9 2 -0 .0 1 1 ( 0 .2 8 7 )

た の し む

適 した 運 動 2 .1 0 5 0 .8 0 9 2 .1 5 8 0 .8 3 4 0 .0 5 3 0 .7 8 0 )

瞬 敏 性 2 .5 7 9 ( 0 .6 9 2 2 .4 2 1 0 .6 9 2 - 0 .1 5 8 0 .7 6 5

楽 し く勉 強 2 .5 2 6 0 .6 1 2 2 .4 2 1 0 .7 6 9 - 0 .1 0 5 0 .7 3 7

精 一 杯 の運 動 2 .4 2 1 0 .8 3 8 2 .5 7 9 0 .6 9 2 0 .1 5 8 0 .8 3 4

丈 夫 な体 2 .4 7 4 0 .6 1 2 2 .5 7 9 ( 0 .6 0 7 0 .1 0 5 0 .5 6 7

因 子 平 均 2 .4 2 1 0 .4 6 1 2 .4 3 2 0 .5 4 3 0 .0 1 1 0 .4 5 9

ま も る

ル I ル を守 る 3 .0 0 0 0 .0 0 0 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 -0 .1 5 8 0 .6 8 8

勝 つ ため の 手 段 2 .9 4 7 0 .2 2 9 2 .9 4 7 0 .2 2 9 0 .0 0 0 0 .3 3 3

仲 良 くな る チ ャ ン ス 2 .8 3 3 0 .5 1 4 2 .8 4 2 0 .3 7 5 0 .1 5 8 0 .9 5 8

約 束 ご と を守 る 3 .0 0 0 0 .0 0 0 3 .0 0 0 0 .0 0 0 0 .0 0 0 0 .0 0 0

勝 負 を認 め る 2 .9 4 7 0 .2 2 9 2 .7 3 7 0 .5 6 2 -0 .2 1 1 0 .5 3 5

園 子 平均 2 .9 4 7 0 .1 1 2 2 .9 0 3 0 .1 2 5 -0 .0 4 5 0 .1 5 7

ま な ぶ

作 戦 の 実 現 2 .4 2 1 0 .9 0 2 2 .5 7 9 0 .7 6 9 0 .1 5 8 0 .6 8 8

新 しい発 見 2 .8 9 5 0 .3 1 5 2 .8 4 2 0 .3 7 5 -0 .0 5 3 0 .5 2 4

工 夫 して勉 強 2 .8 4 2 0 .3 7 5 2 .9 4 7 0 .2 2 9 0 .1 0 5 0 .3 1 5

他 人 を参 考 3 .0 0 0 0 .0 0 0 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 0 .0 0 0 0 .0 0 0

作 戦 を立 て る 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 2 .7 3 7 0 .4 5 2 -0 .2 6 3 0 .4 5 2 )

因 子 平 均 2 .8 3 2 0 .2 2 4 2 .8 2 1 0 .1 9 9 ) -0 .0 1 1 0 .2 2 6

学 習 の 有 能 感 l l .7 8 9 2 .6 3 7 1 2 .4 7 4 2 .6 9 5 0 .6 8 4 2 .4 0 5

運 動 の 有 能 感 1 5 .2 1 1 3 .3 2 6 1 3 .9 4 7 3 .5 8 2 -1 .2 6 3 2 .8 6 4 )
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表7 1996年度体育実技ll総括的授業評価の結果

項 目 名

授業 開 始前 全 授 業 終 了 後 ノ ビ

平 均 標 準偏 差 平 均 標 準 偏 差 平 均 標 準偏 差

で き る

運 動 の 有 能 感 2 .0 5 3 0 .9 1 1 2 .2 6 3 0 .8 0 6 0 .2 1 1 0 .5 3 5

い ろ ん な 運 動 の 上 達 2 .8 4 2 0 .3 7 5 2 .6 3 2 ( 0 .5 9 7 -0 .2 1 1 0 .4 1 9

手受業 前 の 気持 ち 2 .4 2 1 0 .6 0 7 2 .5 7 9 0 .6 0 7 0 .1 5 8 ( 0 .5 0 1

で きる 自信 2 .4 7 4 0 .8 4 1 2 .4 2 1 0 .7 6 9 -0 .0 5 3 0 .4 0 5

自発 的運 動 2 .7 3 7 0 .5 6 2 2 .9 4 7 0 .2 2 9 0 .2 1 1 0 .5 3 5

因 子 平 均 2 .5 0 5 0 .4 3 9 2 .5 6 8 0 .4 4 9 0 .0 6 3 0 .2 2 2

た の し む

適 した運 動 2 .3 6 8 0 .6 8 4 2 .6 3 2 ( 0 .7 6 1 0 .2 6 3 0 .9 3 3

瞬 敏 性 2 .6 8 4 0 .5 8 2 2 .7 8 9 ( 0 .5 3 5 0 .1 0 5 0 .7 3 7

楽 しく勉 強 2 .8 9 5 0 .4 5 9 2 .7 8 9 0 .6 3 1 -0 .1 0 5 0 .4 5 9

精 一 杯 の 運 動 2 .8 9 5 0 .3 1 5 2 .7 8 9 ( 0 .5 3 5 -0 .1 0 5 0 .6 5 8

丈 夫 な体 2 .8 9 5 0 .3 1 5 3 .0 0 0 0 .0 0 0 0 .1 0 5 0 .3 1 5

国 子 平 均 2 .7 4 7 0 .3 3 2 2 .8 0 0 0 .3 1 3 0 .0 5 3 0 .3 8 2

ま も る

ル l ル を守 る 2 .8 4 2 0 .3 7 5 3 .0 0 0 0 .0 0 0 ) 0 .1 5 8 0 .3 7 5

勝 つ た めの 手 段 2 .6 8 4 0 .6 7 1 2 .7 3 7 0 .5 6 2 0 .0 5 3 0 .4 0 5

仲 良 く な るチ ャ ン ス 3 .0 0 0 0 .0 0 0 3 .0 0 0 0 .0 0 0 0 .0 0 0 0 .0 0 0

約 束 ご と を守 る 3 .0 0 0 0 .0 0 0 2 .9 4 7 0 .2 2 9 - 0 .0 5 3 0 .2 2 9

勝 負 を認 め る 2 .7 3 7 0 .4 5 2 2 .8 4 2 0 .5 0 1 0 .1 0 5 ( 0 .4 5 9

因子 平均 2 .8 5 3 0 .2 2 9 2 .9 0 5 0 .2 4 4 0 .0 5 3 0 .1 6 1

ま な ぶ

作 戦 の 実現 2 .7 8 9 0 .4 1 9 ) 3 .0 0 0 0 .0 0 0 0 .2 1 1 0 .4 1 9

新 しい発 見 2 .9 4 7 0 .2 2 9 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 0 .0 5 3 0 .2 2 9

工 夫 して勉 強 2 .6 8 4 0 .5 8 2 2 .7 3 7 0 .4 5 2 0 .0 5 3 0 .6 2 1

他 人 を参 考 2 .8 9 5 0 .3 1 5 2 .9 4 7 0 .2 2 9 0 .0 5 3 0 .2 2 9

作 戦 を立 て る 2 .8 4 2 0 .5 0 1 2 .9 4 7 0 .2 2 9 0 .1 0 5 0 .4 5 9

国 事 平 均 2 .8 3 2 0 .2 3 3 2 .9 2 6 0 .1 3 7 0 .0 9 5 0 .1 5 4

学 習 の 有 能 感 1 3 .3 1 6 2 .7 9 0 1 2 .5 2 6 3 .4 7 0 ー0 .7 8 9 2 .3 2 3

違 動 の 有 能 感 1 3 .9 4 7 ( 3 .9 9 3 1 4 .3 1 6 4 .6 9 1 0 .3 6 8 2 .5 4 3

表8 1995年度体育実技Ⅱ形成的授業評価の結果
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5 回 目 6 回 目 7 回 日 8 回 目 9 回 目

平均 S D 平均 S D 平均 S D 平 均 S D 平均 S D

1 楽しかったですか0 2▼200 (0.768 ) 2 .684 (0.582 1 3.000 (0ー000 ) 3.000 (0 .000 ) 2.947 (0ー229 )

2 精一杯全力 をつ くして運動できましたか0 2.800 (0▼523 ) 2 .947 (0.229 ) 2.895 (0.315 ) 2ー842 (0▼501 ] 2.789 (0.535 1

3 今日学習 したことは自分にちょうど合っていましたか0 2.500 (0.761 ) 2.632 (0ー761 I 2▼8 42 (0.5 01 ) 2.632 (0.761 I 2.842 (0 ▼50 1)

4 深く心に残 ることや感動することがありましたか0 1.750 (0.786 ) 2.421 (0.769 ) 2 .158 (0 ー76 5 ) 2 .3 16 (0.820 1 2ー737 (0 .562 )

5 今までできなかったこと (運動や作戦) ができるようになりましたかC 1.500 (0.607 ) 2.158 (0.765 ) 2 ー4 74 (0 .69 7 ) 2.263 (0.806 ) 2.632 (0 .684 )

6 「あっわかったり とか 「あっそうか日 と思ったことがありましたかC 2ー250 (0▼78 6 ) 2ー368 (0.76 1 ) 2 .4 74 (0 .69 7 1 2▼42 1 (0▼838 ) 2▼842 (0.375 )

7 授業の約束 をきちんと守れましたか0 2.95 0 (0.224 ) 2.84 2 (0 .375 ) 2 .895 (0 .459 ) 3.000 (0.000 ) 3.000 (0.0001

8 日分から進んで学習できましたか0
2.550 (0.759 ) 2ー73 7 (0ー653 ) 3ー000 (0.000 ) 2.789 (0.63 1 ) 2.842 (0.501 1

9 日分のめあてに向かって何回も練習できましたか0 2.350 (0.745 ) 2▼26 3 (0.872 ) 2▼526 (0.697 ) 2.105 (0.809 ) 2.579 (0.692 )

10 思わず拍手したり 「わー」と歓声を上げたりすることがありましたかD 1▼950 (0 .887 ) 2.368 (0.895 ) 2.947 (0.229 ) 2.947 (0.229 ) 2.842 (0.501 )

11 友だちとお互いに教えたり助けたりしましたか0 2 .550 (0 .826 ) 2.526 (0.697 ) 2.947 (0.229 ) 2ー684 (0.749 ) 2 .895 (0▼459 )

12 友だちと協力して仲良 く学習できましたか0 2.950 (0.224 ) 3▼000 (0.000 ) 3.000 (0.000 ) 3.000 (0▼000 ) 2.947 (0.229 )

『学習の有能感』は,授業開始前及び全授業終了後と

もに本年度は前年度より高値を示したが,しかし,その

ノビは本年度で小さかった,また, 『運動の有能感』は,

前年度には低下がみられ.本年度には上昇がみられたた

め,本年度で高いノビが認められた.

形成的授業評価の結果を前年度及び本年度について表

8と表9に示した.形成的授業評価を実施した授業数は

両年度で異なるが,本年度の得点が一般に高値を示す傾

向であった.とくに, 「3.今日学習したことは自分に

ちょうど合っていましたか.」, 「5.今までできなかっ

たこと(運動や作戦)ができるようになりましたか.」,

「6. 『あっわかった!』とか『あっそうか!』と思った
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表9 1996年度体育実技Ⅱ形成的授業評価の結果

3 回 目 4 回 目 8 回 目 9 回 目

平 均 S D 平 均 S D 平 均 S D 平 均 S D

1 楽 しか ったですかC 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 2 .8 9 5 (0 .3 1 5 ) 2 .9 4 4 (0 .2 3 6 ) 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 )

2 精 一杯全力 をつ くして運動 で きま したかrJ 2 .9 4 4 ( 0 .2 3 6 ) 2 .7 3 7 (0 .5 6 2 ) 2 .8 3 3 (0 .5 1 4 ) 2 .9 4 7 (0▼2 2 9 )

3 今 日学習 したこ とは自分 にち ょうど合 ってい ま したかO 2 .7 2 2 (0 .6 6 9 ) 2 .7 3 7 (0 .5 6 2 ) 2 .8 8 9 (0 .3 2 3 ) 2 .8 4 2 (0 .5 0 1

4 深 く心に残 るこ とや感動 するこ とがあ りま したかO 2 .7 7 8 (0 ー4 2 8 ) 2 .8 9 5 (0 .3 1 5 ) 2 .8 8 9 (0 .3 2 3 ) 2 .5 7 9 (0 .6 9 2 )

5 今までできなかったこと (運動や作戦) ができるようになりましたかO 2 .6 1 1 (0 .6 0 8 ) 2 .7 8 9 (0 .4 1 9 ) 2 .7 7 8 ( 0 .4 2 8 ) 2 4̀ 2 1 (0 .8 3 8 )

6 「あっわかった !」とか 「あっそうか !」 と思ったことがありましたか0 2 .6 1 1 (0 .6 0 8 ) 2 .7 8 9 (0 .4 1 9 ) 2 .9 4 4 (0 .2 3 6 ) 2 .7 3 7 (0 .6 5 3 )

7 授 業の約束 をきちん と守 れま した か0 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 )

8 日分か ら進ん で学習 で きま したか｡ 2 .8 8 9 (0 .3 2 3 2 .9 4 7 (0 .2 2 9 ) 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 ) 2 .8 9 5 (0 .4 5 9 )

9 日分 のめあてに向 かって何回 も練 習 できま した かG 2 .8 3 3 ( 0 .3 8 3 ) 2 .7 8 9 (0 .5 3 5 ) 2 .7 2 2 (0 .4 6 1 : 2 .6 3 2 (0 .5 9 7 )

1 0 思わず拍手 したり 「わl 」と歓声 を上げたりすることがありましたかO 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 ) 2 .7 8 9 ( 0 .6 3 1

1 1 友 だちとお互い に教 えた り助 けた りしま したか｡ 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 2 .9 4 7 (0 .2 2 9 ) 2 .9 4 4 (0 .2 3 6 ) 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 )

1 2 友 だちと協 力 して仲良 く学習 で きま したかD 3 .0 0 0 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 )

1 3 仲間全 員が楽 しむために他 の人 の ことも考 えま した か｡ 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 (0 .0 0 0 ] 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 2 .9 4 7 (0 .2 2 9 )

1 4 今 日はやる気 が ありま した か｡ 3 .0 0 0 0 .0 0 0 ) 2 .9 4 7 (0 .2 2 9 ) 3 .0 0 0 ( 0 .0 0 0 ) 3 .0 0 0 (0 .0 0 0

1 5 なに か仲間 の特 徴が わか りま したかC 2 .9 4 4 (0 .2 3 6 ) 2 .8 9 5 0 .3 15 ) 2 .9 4 4 ( 0 .2 3 6 ) 2 .8 4 2 (0 .5 0 1 )

ことがありましたか.」と「9.日分のめあてに向かっ

て何回も練習できましたか.」は前年度より高いだけで

なく,これらの項目は全授業にわたって高値で推移し,

この点で前年度(表8)と極めて異なった.また,本年

度には, 「13.仲間全員が楽しむために他の人のことも

考えましたか.」, 「14.今日はやる気がありましたか.」,

「15.なにか仲間の特徴がわかりましたか.」の調査を加

えてみたが,これらの項目においては極めて高い値が得

られ,これらの高値が全授業にわたって保たれた.

前年度及び本年度の運動強度の結果を示せば,全授業

にわたっての平均運動強度(%HRmax)は前年度62.2

%HRmax (SD-3.90),本年度62.3%HRmax (SD-

7.35)であり,両年度間に差はほとんどみられなかった.

また,同様に,運動時間について示せば,全授業にわた

る平均運動時間(%)は前年度71.0% (SD-12.82),

本年度79.1% (SD-15.12)で後者が長い傾向であった.

3.考察

「体力トレーニングの方法」における「体力トレーニ

ングの実際」を削除するという改善を試みた.これが効

果的であったかどうかについてまず考察してみた.

学習活動量の主観的指標であると考えられる形成的授

業評価の項目「9.日分のめあてに向かって何回も練習

できましたか.」の得点について前年度の全授業にわた

る推移をみれば, 「体力トレーニングの実際」を取り扱っ

た授業では,著しい低下がみられたが,これらの内容を

削除した本年度においては全授業にわたって極めて高値

で,なだらかな下降を示した.また,本年度の「5.今

までできなかったこと(運動や作戦)ができるようにな

りましたか.」は前年度より高く,しかも3点(満点)

に近い値で緩やかな上昇で推移した.くわえて, 「10.

思わず拍手したり『わ-』と歓声を上げたりすることが

ありましたか.」の項目は,本年度には高値での横ばい

を示し,学習意欲をより詳細に把握するために本年度か

ら加えた「14.今日はやる気がありましたか.」の項目

は全授業においてほぼ満点であった.これら以外の項目

についても,両年度を比較してみると,結果で述べたよ

うに本年度の得点が一般に高値を示す傾向であった.と

くに, 「3.今日学習したことは自分にちょうど合って

いましたか.」と「6. 『あっわかった!』とか『あっそ

うか!』と思ったことがありましたか.」の両項目は,

本年度で極めて高値で推移し,前年度とその得点および

変化様相で異なった.

以上のような結果は, 「体力トレーニングの方法」に

おける「体力トレーニングの実際」を削除した今回の改

善が有効であったことをある程度示唆していると考えら

れる.また, 「体力トレーニングの実際」が削除される

一因となった"楽しむスポーツ実践を考慮していない体

力増強のための「運動強度の調節方法」 "という理解は,

本年度には認められなくなった.これらの結果は, 「体

力トレーニングの実際」を削除したことによる成果を強

く反映しているものと考えられる.

次に,体育実技Ⅱの前記4つの学習内容を関連づけた

理解の促進を図るための改善,すなわち,これらの学習
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内容の配列順序を変更するという改善が,学習内容を関

連づけた理解につながったかどうかについて考察してみ

m

この改善は,前年度における学習成果の乏しい例の分

析によって求められたものであることからすれば,この

改善が有効であったかどうか検討するには,本年度の学

習成果が前年度より促進されるのみならず,そこにおけ

る個人差も小さくなっているかどうかについてみておか

なければならない.

まず,学習成果として期待される学習内容を関連づけ

ての理解が促進されたかどうかについてみてみた.学習

ノートによれば,学習内容を関連づけて理解することが

できた記述が多くみられた.すなわち,その一例におけ

る記述内容を概略としてまとめれば, 『みんなが楽しめ

るようにいろいろな工夫を取り入れたドッヂボールを完

成させた.その中では,ボールを投げたり,ボールをよ

けたり等の動き(どのような動きがあるかの分析)があっ

た.ドッヂボールのボールをおもいきり投げ,ポジショ

ニングのために素早く動く(運動強度の分析)が,この

ような動きには,主に筋力や瞬発力が使われていること

がわかった(主働の体力要素の分析).しかしながら,

体育実技Ⅲのように週に一回で,ゲームとして5分間位

行っても筋力や瞬発力は身に付かないだろう(回数・頻

度における体力トレ-ユングの原理・原則).』のようで

あった.すなわち, 「楽しさ」を獲得するうえから「楽

しさを引き出し・強める」ための工夫により導き出され,

ルール化・具体化された"動き"を「体力の調整」の視

点で分析しているものであった.このように,みんなが

楽しめるように工夫して完成させたスポーツ実践での

"動き"を「運動強度の調節方法」と体力トレーニング

の原理・原則を含む「体力トレ-ニングの方法」で学ん

だ知識を応用して分析できている,つまり,設定された

学習内容を関連づけての理解が前年度より極めて高い8

割程度の学生に認められた.

これらの結果は,本年度の学習成果が少なくとも前年

度より促進されたことを指摘しているものと考えられる.

これら学習成果から得られた結果をさらに詳細に検討す

るため,形成的授業評価の結果についてもみてみた.本

年度の得点が一般に前年度より高いことについては前述

したが,その得点の個人差についても,本年度の方が小

さいことが伺われた.なかでも, 「9.日分のめあてに

向かって何回も練習できました'か.」は全授業にわたっ

て,また, 「6. 『あっわかった!』とか『あっそうか!』

と思ったことがありましたか.」 「4.深く心に残ること

や感動することがありましたか.」 「10.思わず拍手した

り『わー』と歓声を上げたりすることがありましたか.」

は,最終(9回目)の授業を除いて,その得点の個人差

が小さかった.
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また,総括的授業評価には,前述の学習成果の促進が

反映されると考えられるが,全授業終了後の得点の個人

差についてみてみた.

結果で述べたように本年度の全授業終了後のすべての

因子項目における得点とそのノビは一般に前年度より高

値を示し,それぞれの得点の個人差は,項目『できる』

『たのしむ』『まなぶ』で小さかった.なかでも, 『でき

る』の「授業前の気持ち」 「自発的運動」, 『たのしむ』

の「適した運動」と『まなぶ』の「新しい発見」 「作戦

を立てる」では,その傾向が顕著であった.

以上の結果は,本年度の単元過程において「前年度の

表現による下位群に属する学生」が少なかったことを示

唆しているものであり,換言すれば,学習内容の配列順

序の変更という今回の改善策は有効であったことを示す

ものであろう.

4.今後の課題

前述のように,本年度に試みられた改善策は学習成果

を促進させる方向で作用している可能性が認められた.

しかしながら,これらの改善策導入による直接・間接的

影響をも含めて,本年度の実践については新たな課題を

検討しておくことは重要である.本年度の実践結果を概

観すると,前述のような,総括的授業評価における『で

きる』の「いろいろな運動の上達」や『たのしむ』の

「楽しく勉強」 「精一杯の運動」の低下は今後の実践での

新たな課題を示唆しているように考えられる.すなわち,

『できる』の「いろいろな運動の上達」は,本年度にお

ける授業方法の変更によりいろいろな種目を楽しめなかっ

たためであり, 『たのしむ』の「精一杯の運動」の得点

の低下は, 『まなぶ』の「新しい発見」の得点が高いこ

とを基に推測すると,表裏一体の関係にある「教養的内

容」と「体育的内容」の把捉に多くの時間を費やし試行

錯誤を繰り返したためであり,結果的に「楽しく勉強」

も低下させたと推定できよう.このような経過での課題

の発生は, 『学習の有能感』の低下を含めて,教養科目

としての本体育実技を継続していく中で繰り返される可

能性が大きいといえよう.つまり, 「教養的内容」と

「体育的内容」についてのウエイトの掛け方におけるバ

ランスに起因するものであり,今後このバランスについ

て検討を加えていく必要があろう.

また,主として授業方法に関わる課題として,形成的

授業評価の結果からも,いくっかの課題が示唆されたが,

これらの詳細については省略する.

以上のように, 「教養的内容」と「体育的内容」につ

いてのウエイトの掛け方におけるバランス,また,方法

に関しては,教具として取り扱う種目のバリエーション

の課題等が示された.これらの課題に対して改善に取り

組まなければならないことは言うまでもないが,今回の
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ように本体育実技における実践の課題を追い続けること

が肝要であろう.

C.まとめ

本学における教養基礎科目である体育実技の理念・構

想に基づいて体育実技Ⅱを1995年度から実践してきた

が, 1995年度(前年度)についてその課題を兄い出し,

1996年度(本年度)の実践ではその改善を試みた.得

られた結果の概略は以下の通りであった.

1.前年度に設定された「体力トレーニングの方法」

における「体力トレーニングの実際」は,体育実技Ⅱの

4つの中心的学習内容を体力トレーニングに関連づけて

理解させてしまったばかりか,学習意欲をも低下させた.

そのため,本年度には「体力トレーニングの実際」を削

除するという改善を試みた結果,体力増強のみに着眼し

た学習内容の理解は認められなくなった.

2. 「楽しさ」享受のスポ-ツ実践として, 「楽しさ」

獲得のために工夫された"動き"をルール化することに

よって明確に具体化した後に,そのスポーツ実践での

"動き"を分析するために必要な「体力の調整」の方法

に関わる内容を設定,つまり,学習内容の配列順序を変

更するという改善を試みた.その結果,体育実技Ⅱの4

つの中心的学習内容を関連づけての理解は促進され,ま

た,個人差が小さくなることが示唆された.

3.本年度の実践で試みられた改善はいずれも有効で

あったことが示唆されたが,新たな課題として,学習内

容に関しては「教養的内容」と「体育的内容」について

のウエイトの掛け方におけるバランス,方法に関しては

教具として用いる種目のバリエーションの問題が指摘さ

れた.

以上のように,実践と改善を繰り返し,この「教養体

育」をよりよい実践へと近づけていかなければならない.

<注>

「体力の調節」とは,体力レベルは任意とし,体力バ

ランスを図ることと考えた.
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Based o& the・ coucep.tion of " Sports and. Human Movement Education" as a general education,

Physical'Activities II was initiated m 1995

We sought for a subject of the practice in 19-95 (last year),, and then, have attempted to improve

our classes, in 1996. (this year).

The results were summarized as follows:

¥ ) " The practical side of physical training " given in the. last year disturbed students'under-

standing of 4 core learning contents in relation to regulation of physical fitness balance through

enjoying sports. In. this year , the-ref ore ,, these contents were eliminated. These improvements

were followed by the proヱnotion of understanding the contents.

2 ) The contents of " regulation of physical fitness balance " was established at the start of

Physical Activities H in the last year , but this arrangement also disturbed the understanding of

contents , relating to regulation of physical fitness balance through enjoying sports. Improve-

ments in order of the contents altered in this year were useful to promotion of understanding the

learning contents.

3 ) Improvements attempted in this year were effective enough to promote the understanding of

learning contents , whereas the practice in this year gave anothe′蝣r subject , i.e. balance of General

contents" and "Physical educatioJi contents" , variation of sports used in our classes and so on.

As above , we should repeat an attempt of improve印Lent in our classes for general education.


